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礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（4月 12 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します-
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　春の日差しがまぶしくなってきました。自分の心と向き合
う戦いの中、気が付くと春なんですね。最近の私は、仕事の
失敗。友達への失敗が続き、中でも仕事では頑張っても頑張っ
ても、自分の弱さを知り、落ち込みそうになる誘惑の繰り返
しでした。いろいろ祈ったり、考えたりしていて、何とか、
変わりたい、前に向いて出発したい。と願い、前に一歩出す
毎日。ある日、今までイエス様と共にみてきた勝利の一つ一
つを思い出していきました。人生の色々な場面でイエス様に
はいつも私の味方になってもらい、立ち上がらせてもらった
なあ。迷いながらもイエス様にしがみついて歩んでいるとびっ
くりするような、大どんでん返し、心の平安と喜びを与えら
れました。その力を与えてくれるイエス様は私に対しても謙
遜でいてくれて、足を洗ってくださるのです。私にはあのイ
エス様がいてくださるからすべてが可能なはず。イエス様が
素晴らしいから私は自分の失敗や、傷、過去のことにとらわ
れる必要ない。私はもう失敗を恐れず、前に向いて出発する
だけ。と勇気をもらいました。そして、しもべ、というキーワー
ドが頭から離れなくなりました。これはきっと、今まで歩ん
できた道をとおして、神様は私にしもべの心をもってほしい
と願っているのかなと思いました。私にはイエス様がいてく
れて、傷は癒されたのだから、だれに対してもしもべになれる。
こんなに自由で、素晴らしいことはない。と思えるようにな
りました。でも、以前はしもべという言葉に違和感を感じ私
には無理と思っていたのに、なんで急に何だろうと神様に聞
いてみたところ、そういえば、私は神様にどんな心を持てば
いいですか？とひつこく聞いていました。だからそれが答え
なんですね。まだよはね旅の途中で、なにか、道しるべを与
えられたような気持になりました。イエス様のようなしもべ
になれるよう頑張ります。
ヨハネ 16:33、へブル 4:15 ～ 16    マルコ 10:44 ～ 45

ホセア７章～13章  水 10金12

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
今週もホセア書について書いていきます。ホセア
書を１言で表すと「神の審判と 神の永遠の愛の告
知」と表現できます。後半８～１４章にはイスラ
エルに切迫し ている神の審判と恵みのメッセージ
を告げています。神は人に滅んでほしくない ため
に預言者を地に送り、悔い改めに導こうとします。
そしてその言葉を受け 取った後には恵みがあると
いうことを１４章に書いているのです。神は不変
の愛 と契約と恵みの道を示して下さっています。
正しい者は主の道を歩んでいる人の ことです。反
対にそむく者とは反抗する者であり、神の語った
ことを悟らないで いる人のことです。ホセア書の
教えの中心は、イスラエルに対する悔い改めと救 
いの呼びかけです。神は愛し、赦す神です。自分
に伝えられた神の愛を悟って悔 い改めをして、神
との正しい関係の中で信仰の道を歩むように勧め
てホセア書が 終わっています。神様の愛によって
語られた時に、素直に応答していきましょう。 
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「愛のうちに」

フィリピンというのは非常に貧富の差があります。フィリピンは公用語は英語で
す。もう一つタガログ語という言葉があり、原住民の方はだいたい喋れますが、
英語を喋れないと企業には就職出来ません。豊かな人は学ぶことが出来ますが、
リバーサイド（貧困街）のエリアにいる人たちは学校に行くこともない訳です。
そこで生まれて生涯そこで育ち、生涯1日1ドル以下で生活していく訳です。一
生そこから抜け出すことが出来なくて、その連鎖は生涯代々続きます。ところが
彼らにイエス様の福音を伝えるといっぺんに 500 人くらい集まって、本当に歩
けなかった人たちが祈ると立って歩けるようになったり、神様の前に飢え渇いて
本当に素晴らしいことがおきます。そして教会で行う学校に来て、人生が変わっ
て行くのです。何故かというと、彼らは自分の代でこんな生活を終わらせたいと
真剣に願っている訳です。ですから決断して変わるのです。

　　愛のうちに
「いつまでも残るものは信仰と希望と愛です。その中で一番すぐれていのは愛で
す。」（コリントⅠ13：1～13）愛は何ですかと聞かれて皆さんは何と答えますか。
愛というのは何となく感情の部分で働くもののように思えます。ところが愛とい
うのはそういう感情の部分ではなく、愛は「決断」なのです。注ぐこと、寄り添っ
てくれること、赦すこと、このどれも決断をしているのです。人に何かを流すこ
とは大変な決断です。誰かが病んで心痛んでいる人の前にあって寄り添うという
こともこれも大変な決断です。また赦すことは、自らが赦せない相手を赦すので
すから、これは人生最大の決断です。三上さんという方が「人を傷つけるのは簡単、
裁くのは簡単、でも愛するとは赦すという言葉」と歌っています。これは聖書が
教えていることです。わたしたちは愛するという行動を、決断をもって行ってい
かなければいけません。その決断には必ず行いが伴わなければならないのです。
口で赦すと言ってもその赦す行為が行動に出ていなければ赦したことにはなりま
せん。もし愛すると言っても、あなたの目の前にいる人が病んで痛んでいるのに、
あなたがその人に一番ベストな手を差し伸べないのであればそれは愛することに
ならないのです。イエス・キリストはこの受難週の間を十字架に向かって進んで
行きました。白の旗を振られてエルサレムに入場し「ダビデの子、ホザナ」と言っ
て民は大歓迎するのです。人々は「救世主が現れた」と大騒ぎをしますが、その
一週間後彼は十字架にかかります。信じられない出来事が 1 週間のうちに起きる
訳です。彼は何故そんな道を通ったのでしょう。愛する者に裏切られ、とても大
事に思っていた人たちに唾を吐きかけられ、癒し助けた人から十字架の刑に渡さ
れていく訳です。ムチに打たれ、それでも起き上がり、鉛の棘のムチで彼は 40
度痛みを受けます。身体はえぐれて骨が出るほどに傷だらけになったと言われて
います。その後も三日三晩、寝ることなく罵られ続けながらゴルゴダの丘を登っ
て行き何百キロもある木を背負って、そして自ら十字架の上に横たわったと伝承
では言われています。私たちが頭で考えてはならないことを考え、自らが王様に
なり自分を守る為に生きるが故にです。王というのは我らを守る為、その国を守
る為に居る訳です。自らが自己中心に生きると言うのはそういうことです。だか
ら彼は茨の冠を被せられ、わたしたちの指が人を指差して呪い罵るが故に彼はそ
の手に釘を打たれわたしたちの足を歩むべき道に進めないが故に彼はその足に釘
を打たれました。そして十字架の上で言ったのです。「彼らをお赦しください。
彼らは、何をしているのか自分でわからないのです。」（ルカ 23：34）「わが神、
わが神、どうしてわたしをお見捨てになったのですか」（マルコ 15：34）という
この言葉、わたしたちが多くの人や家族から裏切られ、罵られ、捨てられ、孤独
にされ一人で生きなければならない痛みを彼が背負う為にその道を進んだので
す。そして、わたしたちに一つの思いを残しました。あなたはこの地にあって幸
せにありなさい＝「安かれ」（ヨハネ 20：19）と言われたのです。わたしたちに
は責任があります。あなたの為に死んだ人がいるからです。あなたの痛みと悲し
みを背負って、あなたが幸せに生きられる為に彼はわたしたちの痛みを引き受け
たのです。「彼が私たちのわずらいを身に引き受け、私たちの病を背負った。」（マ
タイ8：17）そのことがイザヤ書（53：4）で予言されていました。そして彼は黙っ
てほふり場に導かれる羊のようにその十字架について行ったのです。多く赦され
た者は多く愛する（ルカ 7：47）と書かれています。私たちが今まで生きて来て
自らが行った罪の多さを知れば知るほど、そのイエスさまの愛はよく分かるはず
です。もしそれが分からないとすれば、私たちの目が盲目にされている証拠です。
自らを守る為に私たちは着飾って鎧を着て行きます。そして痛みが分からなくな
るように生きてしまいます。だけどこの受難週の時に、私たちはその目から鱗を
取りたいものです。パウロはその鱗故に、神様の思いとは反する行動を益々とっ
ていくようになります。サウロと呼ばれ若手でありながらユダヤの議会の議員で
あって人々の前では先生と呼ばれるような存在でしたが、その熱心さ故に彼は多
くの人を傷つけ苦しめていきます。そんな人生を生きる彼がイエス・キリストに
出会った瞬間にその人生が 180 度変わるのです。自分の生き方が変えられてい
きます。私たちはそのイエスさまが何故十字架にかかられてあなたの為にわざわ
ざその道を通らなければならなかったのかを考えたいのです。人生の中には様々
な痛みと別れと悲しみがあります。しかし、悲しいニュースがテレビで出てくる
からこそ私たちは自らを考えることが出来るのです。情報を目の当たりにした時
に、私たちの心を感じなければいけません。私たちだって生きてきて、多くの人
を傷つけて、多くの人を犠牲にして今日います。あなたの一つの行動によって多
くの人が道を誤っているのです。自らを守ろうと思ってとった行動は必ず人を傷
つけます。ふぐのハリセンボンやヤマアラシのようなものです。ガッと棘を出し
た瞬間にあなたは守られますが、相手は傷つくのです。私たちの間違った小さな
決断が、人にどれ程大きな悲しみと痛みをもたらすのかをよく理解しておかなけ
ればいけません。イエス・キリストが十字架に向かったのは、その痛みが私たち
がとった行動において怒るんだという事を私たちに伝える為に、彼はその痛みを
一挙に引き受けた訳です。あなたが行っている事はこのような事なのだというこ
とを伝えるために。沢山の方々がこんな証をしています。イエスさまが十字架に
はりつけられる時、ある後ろ姿の人が釘を持ってその十字架に打ちつけようとし
ている、それを自分は「何でそんな事をするんだ」と罵ると振り向いた姿が自分
であったという事です。是非それが自分である事に気付かなければなりません。
イエスさまが十字架にかかったのはみんなの罪の為と言う方がおられますがそう
ではありません。私の罪の為です。私たちの口があまりにも人を傷つけるあまり
彼は酸いぶどう酒を口に入れられ、最後の最後の痛みを通ります。えぐみと苦さ
です。神様は私たちに自らがとった行動をこの受難週の 1 週間の間にまとめて見
せられているのです。悲しいニュースを通して神様は私たちの心に潜んでいる汚
い汚いイスラム国を見せつけているのです。神様はあなたを責めるためにやって
いるのではありません。指摘をする為ではなく、あなたを神様が本来素晴らしい
尊い存在だとして創られたからこそあなたを戻したいだけなのです。あなたが幸
せになって欲しいから、愛しているからこそあなたを元に戻したいのです。愛に
は決断と行動が伴います。愛しているから神様は決断しました。「わたしが犠牲
になる。」そして自らが行動をしました。ムチ打たれ、罵られ、裏切られ、十字
架に進んでいく決断をし行動したのです。これが神様がとった方法です。そして
イエスさまは言われました。「だれでもわたしについて来たいと思うなら、自分

を捨て、自分の十字架を負い、そしてわたしについて来なさい」（マルコ 8：34）
自分の十字架とは何でしょう。あなたの周りにいる多くの痛んだ人たちの痛みを
共に背負ってあげるということです。多くのクリスチャンの周りにいる人たちは
「何故この人は私の隣に寄り添って励まして助けてくれるのだろうか」と言って
教会に来ます。それはその人がイエス様にそうされたからです。何の得も利益も
ありませんがクリスチャンはそれをしようとします。何故かと言えば簡単な事で
す。してもらったからです。愛された通りに愛そうとするだけです。エペソ 2：
8～ 10 は信仰義人が書かれたローマ書です。信仰によって救われるのであって、
行いによるのではないと言っている箇所です。しかしヤコブ書を見ると、信仰と
行いによらなければならないということが書かれています。聖書は矛盾したこと
を言っているのではと勘違いしますが、そうではありません。信じるという事は
行いによるのではありません。キリストが十字架にかかって死んだ以上、その死
によって私たちはそれを信じ、自らを省みて悔い改めた時に 100％救われます。
それに行いがあろうとなかろうとです。ですがあなたのその与えられた愛は行い
を通してでしか流れません。その事をよく覚えておいて欲しいのです。だから私
たちはその行いをもって生きなければならないのです。神様がどれ程に私たちを
愛していても、もしキリストの犠牲がなかったら神の愛は私たちには分かりませ
ん。でも彼が犠牲を払ったからその愛が分かったのです。彼が流されたその愛か
ら私たちは行いを学ばなければいけません。

　　　死んでいるものということは
　　 どういうことかでしょうか。
私たちは生きるものとされました。生きるものはキリストにたって生き、キリス
トによって愛をもって多くの人に流すためにある訳です。だから私たちが生きる
というのは愛を流すということに繋がります。ヘレン・ケラーは「人生の目的は
神から愛をいただいて他人に分け与えることである。そうであるならば、目が見
えていようといまいと、耳が聞こえていようといまいと関係ないことである」と
言っています。何故こんな心に彼女がなったのか、そう出来たのはサリバン先生
の愛の奉仕でした。ある日教会に捨てられたレスリーという生まれた時から先天
的な脳障害を持っていて5歳で死ぬと言われた子どもがいました。教会の牧師が、
子どものいなかった 50 歳代夫婦に彼を任せました。メイ・レムキという 52 才
の女性がレスリーという 6ヶ月の男の赤ん坊の世話を頼まれ歩み始めました。医
者たちはこの赤ん坊は長く生きられないと診断しましたが、メイはこの子を絶対
に死なせないと決心し、レスリーには大きな愛を注ぎました。そして彼を普通の
赤ん坊のように育てました。彼の頬の近くで大きな呼吸音をだして哺乳瓶から普
通のミルクが飲めるように教えました。すぐに彼女はこの子の世話をするために
仕事を辞め、彼女の友達たちは「あなたは自分の人生を無駄にしないように」と
忠告しました。レスリーは 10 才になっても手だけしか動かせない状態でした。
事態は絶望的でしたが、メイは確信していました。「子どもは優しさと愛情があ
れば必ず治る。一時間や一時や一日や一年くらいでは駄目だ、いつまでも続く愛
があれば絶対に大丈夫だ、私は神を信じています。神は必ず私を助けてください
ます。」と毎日語っていたそうです。メイはレスリーをおんぶして歩き回り、愛
していると耳元で囁き、抱きしめて愛情をいっぱい注ぎました。やがて彼はフェ
ンスを掴みながら立ちあがり、フェンスづたいに歩くことを覚えました。メイは
レスリーの為に毎日祈り続けました。「愛する主よ、聖書には神は全ての人間に
タラント（賜物）を与えられました。と書かれています。どうかこの何も出来な
くてほとんど毎日横たわっているだけの男の子にも才能を与えてくださった筈で
す。それを見出すことが出来るように私を助けてください。彼女の祈りは彼を直
してくださいではなくて、彼に与えられた才能を私が気付かせてくださいと祈っ
たのです。するとメイはレスリーが音楽に少しだけ反応していることを見逃しま
せんでした。そこで彼女は夫ジョンと相談し、ピアノを購入し、ラジオやレコー
ドを使ってあらゆる種類の音楽を聞かせました。レスリーは大きな関心を示して
いる様子で、何時間も音楽を聴いていました。奇跡はレスリーが 16 才になった
ある日の朝 3 時に起きました。メイとジョンは突然なったピアノの音で起こされ
ました。レスリーがピアノの前に座ってチャイコフスキーのピアノ協奏曲第一番
を弾き始めたのです。レスリーは突然才能を開花したのです。次の十年間、レス
リーはクラシック、ポップス、ジャズなど非常に多くの曲を覚え弾き語りも出来
るようになります。精神科医のレスリーのような人はありえない！叫びます。そ
してどうしてそんなことが起こるのかも説明は出来ませんでした。しかしメイは
言います。「私には説明出来ます。これは神様が与えた愛の奇跡です。いつまで
も続く決して諦めない愛に触れる時、人は不可能の扉を開き才能を開花させるこ
とが出来るのです。」メイは痴呆症になりますが、彼が弾くピアノだけには反応
して手をあげて神を賛美するそうです。
　

まとめ

私たちの間違った価値観と行動が継承されます。両親がやったこと以上のことは
子どもは出来ません。弟子は師を超えることが出来ないのです。だから神様に繋
がらなければいけません。もし神様に繋がれば、その人の人生は今までに人が見
たものでない素晴らしいものを学ぶことが出来ます。神様に繋がるとはイエス・
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